シリカフューム混入セメントを用いた高強度コンクリートの水和反応および強度発現メカニズムに関する研究 by 小泉,信一
様式８の１の１ 別紙１ 
 
            博士論文の内容の要旨 
 
専攻名 システム創成工学専攻 
























第３章「150 N/mm2級高強度コンクリートの強度発現性に関する実験」では、設計基準強度が 150 
N/mm2級の高強度コンクリートの強度発現性に及ぼす各種要因の影響を明らかにするために、材齢２
年までの長期的な強度発現性と細孔組織の変化の挙動を検討した。その結果、当該強度領域では、シ
リカフューム無混入の場合でも高温履歴を受けた場合に長期にわたり標準養生よりも強度が増進する
セメント自身の特徴があること、シリカフュームが混入されたことにより材齢の初期における高温履
歴の影響で、材齢の初期での細孔組織の緻密化に伴う強度増進効果が大きくなるため標準養生との強
度差が大きくなることを示した。 
第４章「200 N/mm2級高強度コンクリートの強度発現性に関する実験」では、低水結合材比の領域
における結合材の反応における温度依存性および潜在的な強度発現性を明らかにすることを目的とし
て温水養生を行い、設計基準強度が200 N/mm2級の高強度コンクリートの強度発現性に及ぼすセメン
トおよびシリカフュームの反応の影響や細孔組織の緻密化の影響について検討した。その結果、養生
温度が高くなる程シリカフュームの反応性が高まるために高い強度発現性が得られること、より高い
強度を得るためには高温度を持続させてセメントの反応性を高めることが重要であることを示した。 
第５章「セメントおよびシリカフュームの強度寄与効果」では、T.C.Powers により提唱されたゲ
ルスペース比理論を基にしてセメントおよびシリカフュームの強度寄与効果を考察した。その結果、
当該強度領域においても水結合材比や養生条件の違いにかかわらず、セメントペーストの圧縮強度が
ゲルスペース比理論による強度式で表せることを実験的に示した。また、ゲルスペース比理論を基に
セメントおよびシリカフュームの強度発現性への寄与効果を検討し、消費量あたりの水和生成物の占
有割合の違いからセメントに比べてシリカフュームの強度発現効果が高いことを示した。 
第６章「低水結合材比シリカフューム混入セメントペーストの強度発現性に及ぼす高温養生の影
響」では、第３～５章の知見を基に、製造・施工の合理化を目的としたプレキャストコンクリート化
やさらなる高強度化を志向する観点から、シリカフューム混入率、低水結合材比化およびより高い温
度の高温養生による強度発現性への影響を検討し、セメントおよびシリカフュームの反応と強度発現
メカニズムについて考察した。その結果、高温養生下では養生条件に応じた最適なシリカフューム混
入率が存在すること、300 N/mm2以上の強度を有するセメントペースト硬化体の圧縮強度は、真密度
により求めた相組成を用いて算出したゲルスペース比で説明できること、セメントペースト硬化体の
圧縮強度は、水和物が生成される空間全体の空隙量の大小に起因した巨視的な強さが支配的であるこ
とを示した。 
第７章「結論」では、本研究で得られた成果を集約して示した。 
